
１年家庭分野 

 
 

 

 

評 定 の 目 安  

 
 

 

 

 
 
 
 

学習の内容（３５時間扱い）※定期テストが年３回（期末）実施されます。 

学 月 単 元 名 ・ 教 材 名 学 習 の 内 容 

前

期 

 

４ 

(4) 

 

５ 

(6) 

 

６ 

(7) 

７ 

（4） 

 

９ 

(8) 

 

 

 

10 

(6) 

 

家庭分野ガイダンス 

 

Ａ家族・家庭生活 

「自分の成長と家族・家庭生活」 

 

 

B衣生活 

「自分らしく着る・快適に着る」 

 

「日常着の手入れ」 

「環境に応じた衣生活」 

「布を用いたものの製作」 

  

 

B食生活 

「健康と食生活」 

 

「中学生に必要な栄養」 

 

「献立づくり①」 

 

「地域の食材と食文化」 

 

 

「持続可能な食生活をめざして」 

 

・小学校の学習を振り返り、マインドマップに

まとめ、３年間の学習の見通しをたてる。 

・自分の成長と家族やまわりの人々の関係を 

考える。 

・家庭や家族の機能を考える。 

 

・衣服の社会生活上の機能や目的に応じた着用

の理解 

・日常着の適切な選択 

・日常着の適切な手入れと補修をする。 

・衣服の再利用について工夫する。 

・スナップ、補修技術をいかした小物作りをす

る。 

 

・自分の食生活に関心を持ち、バランスの良い

食事の重要性を知り、健康によい食習慣につ

いて考える。 

・中学生に必要な栄養を満たす一日分の食品群

別摂取量のめやすと食品の概量を理解する。 

・栄養的に望ましい弁当の献立を考える。 

・地域で生産される食材を通して、地域の 

食文化を理解する。 

・日本の行事食について知り、行事食を生 

活に生かす。 
・環境と日本の食糧事情に配慮して、食生 
活を工夫することができる。 

 

※１,２年生は、基本週１時間の授業となり、調理実習などの内容の場合は２時間続きで時間をとります。 

 

 

 

知識.技能 思考・判断・表現 主体的に取組む態度 

・ 発表や発言の内容 

・ 作業での技能 

・ 定期テスト 

・ プリントやポートフォリオ 

・ 道具の取り扱い方 

 

・ 作品・レポート 

・ 課題解決行動 

・ 定期テスト 

・ プリントやポートフォリオ 

・ 発表や発言の内容 

・ 自己評価 

・ 作品・レポート 

・ 課題解決行動 

・ 実習への取組 

・ 道具の取り扱い方 

・ 自己評価 

・各観点における絶対評価（ＡＢＣ）に基づきながら５段階に配分します。 

（Ａは満足できる状態、Ｂは各単元の目標を達成できた状態、Ｃは目標やねらいが達成出来ず不十分な状態。） 

・授業への関心・意欲・態度、課題レポート、技能、ファイルの内容、定期テスト等が評価対象となりますので、

一つ一つの取り組みを着実に行いましょう。 



２年家庭分野 

 
 

 

 

評 定 の 目 安  

 
 

 

 

 
 

学習の内容（３５時間扱い）※定期テストが年３回（学年末テスト）実施されます。 

学 月 単 元 名 ・ 教 材 名 学 習 の 内 容 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

10 

(4) 

 

11 

(8) 

 

 

 

 

12 

(8) 

 

 

 

１ 

（4） 

 

 

 

２ 

(7) 

 

 

 

３ 

(4) 

 

Ｂ食生活 

「さまざまな食品とその選択」 

 

「日常の調理」 

 

 

「地域の食材と食文化」 

 

 

「献立作り②」 

 

B住生活 

・住まいのはたらき 

・住まいの空間の整え方 

・住まいの安全対策 

・災害への備え 

・快適な室内環境 

 

 

C消費生活・環境 

「家庭生活と消費」 

 

「商品の選択と購入」 

 

 

「よりよい消費生活のために」 

 

 

「持続可能な社会を目指して」 

 

 

・生鮮食品と加工食品の特徴を理解し、目的に応じた食品

の選択を考える。 

・調理上の性質を理解し、実践する。 

・環境、安全、衛生に配慮した調理実習につ 

いて理解する。 

・地域で生産される食材を通して、地域の 

食文化を理解する。 

・日本の行事食について知り、行事食を生 

活に生かす。 

・栄養のバランスのとれた一日分の献立を考える。 
 

・住まいのはたらきを理解し、自分の生活に重ね 

て考えることができる。 

・家族によって住まい方が違うことがわかる。 

・非常時の備えがわかる。 

・安全を考えた住まい方を工夫することができる。 

・健康に配慮した室内環境を考え、工夫できる。 

 

・必要な物資やサービスを購入しながら生活をしているこ

とを理解し、消費生活のしくみを学ぶ。 

・自分の消費行動を振り返り、商品の機能や安全性など

様々な視点を考え、よりよい選択について学ぶ。 

・身近な消費者トラブルの問題点を知り、トラブル対策を

学び、よりよい消費生活について考える。 

・消費者の権利と責任について理解し、自分の消費行動を

考える。 

・消費者を支える法律や機関が設けられていることを学

ぶ。 

・消費者の行動が社会や環境に与える影響について理

解する。 

※基本週１時間の授業となり、調理実習などの内容の場合には２時間続きで時間をとります。 

知識.技能 思考・判断・表現 主体的に取組む態度 

・ 発表や発言の内容 

・ 作業での技能 

・ 定期テスト 

・ プリントやポートフォリオ 

・ 道具の取り扱い方 

 

・ 作品・レポート 

・ 課題解決行動 

・ 定期テスト 

・ プリントやポートフォリオ 

・ 発表や発言の内容 

・ 自己評価 

・ 作品・レポート 

・ 課題解決行動 

・ 実習への取組 

・ 道具の取り扱い方 

・ 自己評価 

・各観点における絶対評価（ＡＢＣ）に基づきながら５段階に配分します。 

（Ａは満足できる状態、Ｂは各単元の目標を達成できた状態、Ｃは目標やねらいが達成出来ず不十分な状態。） 

・授業への関心・意欲・態度、課題レポート、技能、ファイルの内容、定期テスト等が評価対象となりますので、

一つ一つの取り組みを着実に行いましょう。 



３年家庭分野 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 月 単 元 名 ・ 教 材 名 学 習 の 内 容 

１ 

 

学 

 

 

期 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

「幼児の生活と家族」 

 

 

 

「幼児とのかかわり」 

 

 

 

・「わたしの成長」新聞づくり 

 

・自分の成長と家族やまわりの人々の関係を 

考える。 

 

・家庭や家族の機能を考える。 

 

・幼児期を振り返ることを通して、幼児の発 

達と特徴を学ぶ。 

 

・「わたしの成長」新聞づくりによって家族や

地域の人たちに支えられて成長してきたこ

とを再確認する。 

 

２ 

 

 

学 

 

 

期 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

「家庭生活と地域のかかわり」 

 

 

 

 

「幼児が喜ぶおもちゃ」作り 

 

・幼児と楽しくかかわるための工夫をする。 

・家族関係をよりよくする方法を考える。 

・地域で多様な人々や高齢者とのかかわり方 

を学び、自分でできることを考える。 

 

・幼児の特徴を考えた、おもちゃ作りをする。 

 「ほっこりざぶーとん」製作 

 

３ 

 

学 

 

期 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

「幼児が喜ぶおもちゃ」作り 

 

「３学年間の学習の振り返り」 

 
・完成させる。 
 

 

・３年間の学習を振り返り、これからの生活

に生かすことについて考える。 

 
学習の内容（17.5時間扱い）※定期テストが年３回（学期末）実施されます。 

 

 

知識.技能 思考・判断・表現 主体的に取組む態度 

・ 発表や発言の内容 

・ 作業での技能 

・ 定期テスト 

・ プリントやポートフォリオ 

・ 道具の取り扱い方 

 

・ 作品・レポート 

・ 課題解決行動 

・ 定期テスト 

・ プリントやポートフォリオ 

・ 発表や発言の内容 

・ 自己評価 

・ 作品・レポート 

・ 課題解決行動 

・ 定期テスト 

・ 実習への取組 

・ 道具の取り扱い方 

・ 自己評価 

 

・各観点における絶対評価（ＡＢＣ）に基づきながら５段階に配分します。 

（Ａは満足できる状態、Ｂは各単元の目標を達成できた状態、Ｃは目標やねらいが達成出来ず不十分な状態。） 

・授業への関心・意欲・態度、課題レポート、技能、ファイルの内容、定期テスト等が評価対象となりますので、

一つ一つの取り組みを着実に行いましょう。 

評 定 の 目 安 


